
 

① 現状の排水門の操作について 
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②開門方法の検討の具体的な考え方 
 
（第６回農林水産省有明海ノリ不作等対策関係調査検討委員会提出資料） 

 
 
 

平成１３年９月２０日 
農林水産省農村振興局 

開 門 方 法 の 検 討 の 具 体 的 な 考 え 方 
 

目      次 
 
１ 洪水時の防災機能及び防災効果等 
洪水時の防災機能         １ 
洪水時の防災効果の実状            ２ 
洪水期の降雨と調整池水位の状況           ３ 
非洪水期の降雨の状況         ４ 
農業用水の状況             ５ 
海水導入により考えられる排水への影響           ６ 
現況の背後地の排水状況 （参考－１）          ７ 

海水を導入した場合の背後地の排水状況（参考－２）      ８ 

潮受堤防締め切り前の潮風害の事例        ９ 

 
２ 常時の防災機能及び防災効果 
常時の防災機能            １０ 
常時の防災効果－１        １１ 
常時の防災効果－２        １２ 

 
３ 開門方法の検討に当たっての前提条件      １３ 
背後地の状況（参考－３）          １４ 
調整池水位の管理状況と背後地の湛水（参考－４）      １５ 

降雨予報と実績（参考－５）           １６ 
小潮時の状況（参考－６）          １７ 
ガタ土の洗掘等からみた流速（参考－７）          １８ 

潮受堤防締切り前の漁場被害の状況（参考－８）        １９ 

 
４ 数値シミュレーション 
数値シミュレーション検討結果           ２０ 
最大流速一覧表            ２１ 
流量水位曲線図            ２２ 

 
５ 開門した場合の調整池内の塩分濃度変化         ２９ 

 
６ 生物環境のイメージ        ３０ 

 
７ 諫早湾干拓事業調整池の生きものたち      ３１ 
調整池の生きものたち        ３２ 
調整池内の水辺の植物        ３３ 

資料２ 



- １ - 

洪水時の防災機能 
 

 
 
 
 
【排水門の操作】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

調整池の水位を標高マイナス１．０ｍに管理することにより、大雨を一

時貯留し、排水門の適切な操作により洪水を防止しています。 

水門 

干潮時に水門を開く 

調整池は諫早大水害のような大雨も満潮の影響を受けず、

洪水を一時貯留する能力があります。 

水門 

満潮 

水門 

満潮 河川流入 

もしも、満潮時に大雨が降ったら 

干拓地 

いつもは海水の流入を防ぎながら水位を標高マイナス１．０ｍに保っています。 

調整池 

内部堤防 

潮受堤防 

海 

さらに、干潮時に貯留した水を安全に排水します。 

干潮 

EL-1.0m
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洪水時の防災効果の実状 
 

 
 
 
 
 
 
○ 昭和５７年７月２３日の豪雨（長崎大水害） 
・昭和５７年７月２３日からの雨は、諫早市において最大時間雨量９９mm（総雨量は  

４９２mm）を記録。  
・小野平野の４、５日にわたる湛水、早見川、久山川等のはん濫により、農産物被害額

は１億７百万円であった。 

 

 

 

 

 

 

 
 

○ 平成１１年７月２３日の豪雨 

・平成１１年７月２３日未明からの雨は、諫早市において最大時間雨量１０１mm（総雨

量（２３日の日雨量）は３４２mm）を記録。 

・低平地の水田では、一時的な湛水（最大４３５ha）が発生したが、調整池水位が低く

保たれたことにより同日中にはおおむね解消し、農産物被害は３百万円にとどまった。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

(参考) 

最大時間雨量１０１mm は、長崎海洋気象台が１９７４年１１月に諫早市役所地点での

アメダス観測を始めて以来の最多を記録しました。 

また、日雨量３４２mm は、おおむね８０年に１回の確率で発生する雨量に相当します。 

S57.7 月の豪雨における小野平野（諫早市赤崎町）の湛水状況 
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最大時間雨量がほぼ等しい潮受堤防締め切り前の昭和５７年７月２３

日の長崎大水害と締め切り後の平成１１年７月２３日の集中豪雨を比較

すると、締め切り後は調整池水位が標高マイナス１．０ｍに管理されるこ

とにより、防災効果が着実に発揮されており、地元住民からも感謝されて

います。 

第２回委員会提出資料より抜粋 
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洪水期の降雨と調整池水位の状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○平成１３年７月１１日～１３日の降雨と調整池水位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○降水量分布予報と実績 

 １２日３時から６時までの３時間に１２６mm を記録したが、これに対する降水量分布

予報は３回とも「１～４mm」であった。 

降水量分布予報と実績 

 
 

 
 

降  雨  予  報  の  状  況 

24 時間前 21 時間前 18 時間前 15 時間前 12 時間前 ９時間前 ６時間前 ３時間前 

３時間雨量 10mm 以上

となる時刻と雨量 
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平成１３年７月１１日未明から１２日にかけ、諫早市では最大時間雨量

７１mm、降り始めからの総雨量２９０mm を記録しました。 

調整池水位は、１１日夕方の干潮時に潮受堤防排水門の操作により、標

高マイナス１．０ｍ以下に管理したものの、その後の降雨の結果、２０時

間で急激に 1ｍ水位が上昇しました。 

低平地周辺の住宅地において床上浸水１戸（諫早市）、床下浸水５８戸

（諫早市４４戸、森山町１４戸）の被害が発生、また、低平地の水田では

一時的な湛水（最大約１,１３０ha）が発生し、大豆等の農作物が被害を受

けたが、調整池水位が低く保たれたことにより、同日中には概ね解消しま

した。（ポンプの故障により一部の地域では翌日まで湛水。） 
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注１：本資料は、排水門操作管理上長期的な予報が必要であることから、気象庁発表の降雨に関する定量的予

報（地方天気分布予報（降水量）（以下、「降水量分布予報」という。）、府県天気予報、降水短時間予報

図、レーダーアメダス解析雨量図など）のうち時間スケールの長い降水量分布予報を使用。 

注２：降水量分布予報は、1日に3回発表（6時、12時、18時）されており、1格子20kmのメッシュで24時間先まで

の3時間ごとの降水量が予想されている。 
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非洪水期の降雨の状況 
 

 

 

 

 

 

 

諫早観測所 過去２０年間の降雨実績(昭和５５年～平成１１年) 

 

 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 

最大日雨量(mm) ５８ １７５ ８１ １０７ １８８

日雨量 90mm 以上 

の日数    (日) 
０ １ ０ １ ８ 

 

 

 

 

 

 

 

（日本気象協会長崎支部資料による） 

 

 

注） 

・最大日雨量は、過去 20 年間における月別の日雨量の最大値とした。 

・日雨量 90mm 以上の日数は、過去 20 年間における月別の日雨量 90mm 以上となる日数とした。 

・災害が発生する恐れがあると見込まれる雨量とは、長崎県西南部の大雨注意報及び洪水注意

報の基準値（２４時間雨量で９０mm を上回る雨量）とした。 

 

 

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

２７０ ３９５ ２０６ ２１７ ２２９ １１１ ６５ 

８ ３１ １２ １０ ２ ３ ０ 

過去２０年間の降水量データによれば、非洪水期（１１月～５月）であ

っても、災害が発生する恐れがあると見込まれる雨量（２４時間雨量で

９０mm を上回る雨量）を記録しており、非洪水期でも調整池の水位を標高

マイナス１．０ｍに保つ必要があります。 
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農業用水の状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 

揚水ポンプ 

用水路 
(ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ) 

受益面積 

（約 23ha） 

 

地下水ポンプ 

※揚水ポンプ側から受益地を望む ※潮遊池(水路)下流側から揚水ポンプを望む

用水路 

（ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ）揚水ポンプ

調整池が淡水化したことにより、旧干拓地の潮遊池（水路）の水が農業

用水として利用可能となったため、森山町など背後地の農家ではそれまで

の地下水利用を中止して、潮遊池からポンプアップにより、農業用水とし

て反復利用を行っています。（受益面積：約２３ha、平成１２年度より開始）

調整池に海水を導入すれば、背後地に塩水が浸入するため、別途新たな

用水源の確保が必要となります。 
しかし、元々用水源の乏しい本地域で新たな用水源を確保するとすれ

ば、その手当に長期間を要するため、かんがい期の開門調査は困難です。
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海水導入により考えられる排水への影響 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

周辺低平地から調整池への排水は排水樋門によるが、樋門は潮受堤防の

防災機能の発揮に伴い使用頻度が少なくなったこと等により水密性が悪

くなっている施設があります。 

海水導入を行う場合、排水樋門を閉めた上で土のう等により塩水の浸入

を防ぎ、常時排水のため仮設ポンプを設置する必要があります。 

調整池水位を標高マイナス１．０ｍに管理していても、敷高が標高マイ

ナス１．０ｍ以下の施設（18 ヶ所）に関わる約 1,900ha の低平地農地(注)

においては、洪水時に土のうの撤去ができなければ通水阻害により湛水被

害が発生する恐れがあります。 
 （注）低平地の農地面積は、地盤標高プラス 2.0ｍ以下の農地面積として算定 
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現況の背後地の排水状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（参考－１）

【 常 時 】

【洪水時】

淡水 
淡水 

－１．０ｍ

既設堤防 
（標高４．５ｍ～５．７ｍ）

背後地水路 調 整 池

最低樋門標高 
（－１．５６ｍ）

ゲート 
背後地農地

背後地からの常時排水が可能。 

淡水 
淡水 

既設堤防 
（標高４．５ｍ～５．７ｍ）

最低樋門標高
（－１．５６ｍ）

洪水時も、背後地からの洪水を調整池で一時貯留。 
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海水を導入した場合の背後地の排水状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（参考－２）

淡水 塩水 
－１．０ｍ

土のう設置 

既設堤防 
（標高４．５ｍ～５．７ｍ）

最低樋門標高 
（－１．５６ｍ）

背後地農地 背後地水路 調 整 池

【 常 時 】 【洪水時】

淡水 塩水 

土のう撤去不可 

既設堤防 
（標高４．５ｍ～５．７ｍ）

土のうの堰上げ 
による水位上昇 

湛水

最低樋門標高
（－１．５６ｍ）

・洪水時、土のう等の撤去ができず、通水阻害により

湛水被害が発生。 

塩水 塩水 
最低樋門標高
（－１．５６ｍ）

・調整池の水位が上昇すれば、樋門等から塩水が水路

に侵入し塩害が発生する。 

・樋門からの塩水侵入を防ぐため、土のう等を設置。 
・排水路の水位を低く保つためには、ポンプによる常時

排水が必要。 

淡水 
塩水 

土のう撤去

既設堤防 
（標高４．５ｍ～５．７ｍ）

最低樋門標高
（－１．５６ｍ）

・洪水時、土のう等の撤去ができれば、調整池へ洪水

を一時貯留。 

既設堤防 
（標高４．５ｍ～５．７ｍ）

塩害 
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潮受堤防締め切り前の潮風害の事例 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

○作況指数 長崎県全体        ６８ 

諫早市周辺(県東南部)地域 ４７ 
 

○全調査３１地点のうち、海岸から約２．５km 以内は２４地点 

    このうち、約２／３に著しい潮風害が発生 

             ①登塾歩合が５０％以下  １６地点 

             ②玄米重が２５０kg/10a 以下 １８地点 

             ③検査等級が規格外  １８地点 
 

諫早市周辺地域での被害実態調査地点及び玄米収量 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：日本作物学会九州支部会報 第59号(平成４年12月) 

海岸から2.5kmの線

潮受堤防締め切り前、平成３年台風１７号及び１９号により潮風害が発

生し、海岸から２.５km 以内に作付けされた水稲は、品質が著しく低下し

ました。 

海水を導入すれば、再び潮風害発生の恐れがあるため、洪水期・かんが

い期の開門調査は困難です。 
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常時の防災機能 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【潮受堤防の設置前】 【潮受堤防の設置後】

＜満潮時の場合＞

低平地 
（ゼロｍ地帯） 満 潮 

（高潮）既存堤防

（さく望平均満潮位：標高２.５ｍ）

排水樋門 

低平地 
（ゼロｍ地帯） 

調整池管理水位 
標高－１.０ｍ 

（高潮） 

満潮 

既存堤防 
潮受堤防排水門

外潮位が低平地よりも高くなるときは、排水樋門を閉鎖

し海水の流入を防ぐが、排水ができないことから降雨時な

どに低平地では湛水等が生じていた。 

調整池水位を標高マイナス１．０ｍとなるように管理

することにより、潮汐（潮位）の影響を受けることなく低

平地からの常時の排水が確保される。 

低平地 
（ゼロｍ地帯） 干 潮 

既存堤防

（さく望平均干潮位：標高－２.９ｍ）

＜干潮時の場合＞

低平地 
（ゼロｍ地帯） 

調整池管理水位 
標高－１.０ｍ 

干潮 

既存堤防

潮受堤防 

低平地の排水は、排水路の水位よりも外潮位が低くなる

とき、排水樋門を開けて行われていた。 

排水門の操作は、調整池水位が標高マイナス１．０ｍと

なるように、外潮位が調整池水位よりも低くなったときに

行う。 

湛水 

調整池は、背後地に標高ゼロメートルより低いところがあるので、常時

排水を可能とするよう標高マイナス１．０ｍの水位で管理しています。 

背後地からの流出によって調整池水位が標高マイナス１．０ｍから上昇す

れば、干潮時に排水門を開けて、これを外海に排出しています。 
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常時の防災効果－１ 
 

 

 

 

 

 

 

【締め切り前】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【締め切り後】（平成１１年４月３日） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

背後地の主要河川である本明川及び小河川（倉屋敷川）においては、

従来、満潮時に河川へ塩水が遡上していたが、締め切り後は潮汐の影響

による塩水の遡上が無くなったことにより、常時の自然排水ができるよ

うになりました。 

本 明 川 倉屋敷川

本 明 川 倉屋敷川
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常時の防災効果－２ 
 

 

 

 

 
 

 
【締め切り前】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

【締め切り後】（平成１１年４月３日） 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

大開樋門ミオ筋 千鳥川左岸樋門 

大開樋門ミオ筋 千鳥川左岸樋門 

背後地に設置されている排水樋門においては、潮の干満により運ばれて

きたガタ土で前面閉塞を起こしていたが、締め切り後はガタ土の堆積が無

くなり、排水樋門の通水断面やミオ筋を確保するための浚渫が不要となっ

たことにより、常時の自然排水ができるようになりました。 
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開門方法の検討に当たっての前提条件 
 
 
 
 
 

（１）調整池水位変動幅 
 
 
 
 
 
・調整池の水位が標高マイナス 1.0ｍより上がると、自然排水可能な区域が減少し、

排水不良が生じる。（参考－３、参考－４） 

・調整池の水位を標高マイナス 1.0ｍより上昇させた場合、降雨予測が困難なこと及

び外潮位によっては放流に時間を要し、降雨時までに水位を標高マイナス 1.0ｍま

で低下させることができず、災害発生の恐れがある。（参考－５、参考－６） 

・調整池の水位を標高マイナス 1.0ｍより上げることは、長崎県、地元関係者の了解

を得られない。 

・調整池の水位が標高マイナス 1.2ｍより下がると、潮受堤防、排水門の地震時の安

全率が小さくなり、構造的に危険となる。 
 

（２）流速 

 

 

 

・開門により護床工の外側に生じる流速を 1.6ｍ/ｓ以下にしないと、底泥層の洗掘

が起こります。（参考－７、参考－８） 

・護床工の強化・拡充等の対策を行うとすれば、相当な期間及び費用を要し、２年間

の調査期間中に、排水門を開けることは困難。 
 

（３）開門期間 

 

 

 

・洪水時には、しばしば調整池の水位が上昇することがこれまでも起こっており、こ

の時期に調整池が塩水化すると塩害や潮風害が発生します。また、かんがい期に調

整池が塩水化すると潮遊池に浸入し、農業用水としての利用が出来なくなります。 
・かんがい期に開門調査を行うとすれば、新たな用水源の確保が必要となるが、対策

には相当な期間及び費用を要するため、２年間の調査期間中に、排水門を開けるこ

とは困難。 

第３回委員会委員長まとめ、排水門を開ける際に考慮すべき９項目及び

排水門の開閉方法１０項目を踏まえて、現実的に可能な処置を技術的観点

から検討した結果、排水門を開ける場合の調整池の水位変動幅、流速及び

開門期間は次のようになります。 

背後地に対する防災機能と構造物の安全性を確保するために、調整

池水位の変動幅は、標高マイナス１．０ｍ ～ マイナス１．２ｍとす

る必要がある。 

流入・流出の流速は、環境や構造物の安全に影響のない範囲とする

必要がある。 

排水門を開けての調査は、かんがい期、洪水期を除く必要がある。
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背後地の状況 
 
 
 
 
 
○標高別の農地面積と住宅等の分布状況 

        標  高 

区 分 

単 

位 

-0.5m 

未満 

-0.5m～0.0m

まで 

0.0m～0.5m

まで 

0.5m～1.0m

まで 

1.0m～1.5m

まで 

1.5m～2.0m

まで 

農地面積 

累計 
ha 
 30 

30 

  310 

340

  470 

810

  560 

1,370

  390 

1,760 

  200 

1,960

住 宅 等 

累計 
戸 
  0 

0 

    1 

1

    8 

9

   64 

73

  119 

192 

  137 

329

  注）住宅等とは、住宅及び公共施設 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

調整池の背後地はかつて干拓された土地で、排水門を開けた場合に生じ

る調整池の最高水位標高であるプラス２．０ｍ以下の農地は約 2,000ha、

住宅等は 329 戸となっています。 

標高別土地利用状況図 

-1.0ｍ

0ｍ
+1.0ｍ

+2.0ｍ

第２回委員会提出資料より抜粋 

（参考－３）
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調整池水位の管理状況と背後地の湛水 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成９年４月の潮受堤防の締め切り以降、調整池水位が標高マイナス

約０．５ｍ以上に上昇したときには、背後地に湛水が発生しています。 

平成９年

-1.5

-1

-0.5

0

0.5

1

1.5

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

-1250

-1000

-750

-500

-250

0

250

調
整
池
日
最
大
水
位
(ｍ
)

日
雨
量
(m
m
/
day)

５月１３～１４日：湛水面積 157ha 

６月２７～２８日：湛水面積 98ha
８月１２日：湛水面積 560ha 

１１月２５～２６日：湛水面積 113ha

平成１０年

-1.5

-1

-0.5

0

0.5

1

1.5

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

-1250

-1000

-750

-500

-250

0

250

調
整
池
日
最
大
水
位
(ｍ
)

日
雨
量
(m
m
/
day)

平成１１年

-1.5

-1

-0.5

0

0.5

1

1.5

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

-1250

-1000

-750

-500

-250

0

250

調
整
池
日
最
大
水
位
(ｍ
)

日
雨
量
(m
m
/
day)

６月２４～２５日：湛水面積 50ha

７月２３日：湛水面積 435ha

９月２３～２４日：湛水面積 73ha

９月１０～１１日：湛水面積 1,159ha
８月２６～２８日：湛水面積 22ha

７月６～１２日：湛水面積 1,200ha

平成１２年

-1.5

-1

-0.5

0

0.5

1

1.5

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

-1250

-1000

-750

-500

-250

0

250

調
整
池
日
最
大
水
位
(ｍ
)

日
雨
量
(m
m
/
day)

第２回委員会提出資料より抜粋 

（参考－４）
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降雨予報と実績 
 

 

 

 

 

諫 早 地 域 の 平 成 １ １ 年 の 降 雨 予 報 と 実 績 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

降  雨  予  報  の  状  況 

24 時間前 21 時間前 18 時間前 15 時間前 12 時間前 ９時間前 ６時間前 ３時間前 

３時間雨量 10mm 以上

となる時刻と雨量 

 

 
  

6:00 

無 
 

12:00 

無 
 

18:00 

無 

18 ～ 21 

15mm
1/24

 

12:00 

無 
 

18:00 

無 
   

6:00 

無 
 
 9 ～ 12 

217mm
7/23

 

12:00 

無 
 

18:00 

無 
   

6:00 

無 
 
 9 ～ 12 

15mm
7/24

 

12:00 

無 
 

18:00 

無 
   

6:00 

無 
 
 9 ～ 12 

11mm
8/6 

 

6:00 

無 
 

12:00 

無 
 

18:00 

無 
   

 3 ～ 6 

12mm
8/23

 

 

 
  

6:00 

無 
 

12:00 

無 
 

18:00 

無 

18 ～ 21 

10mm
8/29

 

 

 
 

6:00 

無 
 

12:00 

無 
 

18:00 

無 
 
21 ～ 0 

11mm
8/31

 

12:00 

無 
 

18:00 

無 
   

6:00 

無 
 
 9 ～ 12 

17mm
8/31

 

18:00 

無 
   

6:00 

無 
 

12:00 

無 
 
15 ～ 18 

18mm
9/11

 

諫早地域の平成１１年の降雨予報と実績をみると、３時間雨量１０mm

以上の降雨実績は８３回で、このうち２４時間前の予報通りが２５回、降

雨なしと予報されていたのが１９回となっています。 

３時間雨量１０mm

以上の降雨実績

２ ４ 時 間

前 予 報
降 雨 量 実 績

８３回 
［10mm 以上］

２５回 １０～ ８２mm 予報通り

［５～９mm］

１６回 

１０～１１７mm 

［１～４mm］

２３回 

１０～ ９７mm 

［降雨なし］

１９回 

１０～２１７mm 

うち 

直前までの予報全てが「降雨なし」

９回 

上段は、降雨予報発表時間（6:00、12:00、18:00）。下段は、降雨予報（長崎海洋気象台資料による）。 

第２回委員会提出資料より抜粋 

（参考－５）
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小潮時の状況 
 

 

 

 

 

 

 

小潮時には、外海の干潮位が標高マイナス１．０ｍ以下にならない場合もあり、水位を

下げるのに２～４日を必要とすることもあります 

 

 

 

 

 

潮受堤防による防災機能を維持するには、調整池水位を標高マイナス

１．０ｍ以下とする必要がありますが、小潮時には調整池水位を下げるの

に時間がかかります。 

-3.00

-2.00

-1.00

0.00

1.00

2.00

3.00

潮
位
(
m
)

1 日 2 日 3 日 4 日 5 日 6 日 

4 日

外潮位 

第２回委員会提出資料より抜粋 

（参考－６）
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ガタ土の洗掘等からみた流速 
 

 

 

 

 
○ ガタ土は下図のように形成される 
 

沈澱 移動

河　川 河　口 海

河川水 海　水

潮の流れ

流れが停滞し
やすいところ

集中沈降・堆積

ガタ土(泥質)

Naイオン等

浮遊粘土鉱物

潮の満ち引き綿毛化

浮　泥

 

 

 

○ 調整地内のガタ土等の流れに対する移動性 
 

圧密過程を経た
安定したガタ土

乱したガタ土

浮泥の綿毛化層

水中に浮いた粘土鉱物
(浮泥)

区　　分 流れに対する移動性

流れのまま移動

わずかな風波・流れによ
り移動

１．２～１．６m/s程度

２．０m/s程度

巻き上げ巻き上げ

洗掘許容流速
１．６m/s程度

(粘着力の低いガタ土)

 

 

ガタ（潟）土は、流速１．６ｍ/ｓ程度になれば洗掘が生じます。 

第２回委員会提出資料より抜粋 

（参考－７）
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潮受堤防締切り前の漁場被害の事例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

洗い流されたアサリ漁場の状況（H9.2.24）

潮止め前、大潮時には最大で２．５ｍ/ｓ程度の潮流が発生し、潮止め

区間の前面でアサリ漁場に被害がありました。 

漁 場 被 害 の 位 置

洗い流されたアサリ漁場

潮止め区間（約１.２km）

第２回委員会提出資料より抜粋 

（参考－８）
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数値シミュレーション検討結果 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

○数値シミュレーション検討ケース 

計算ケース 
水位変動範囲 

（標高、ｍ） 
対象水門 ゲート操作 潮 汐 

1 
ﾏｲﾅｽ 1.0 ～ 

 ﾏｲﾅｽ 1.2 
南北水門 潜り・開度 0.6m 朔望平均

2 〃 〃 潜り・開度 0.9m 〃 

3 〃 〃 全 開 〃 

4 〃 
北部水門流入 

南北水門流出 
潜り・開度 0.6m 〃 

5 〃 〃 潜り・開度 0.9m 〃 

6 〃 〃 全 開 〃 

7 〃 南北水門 潜り・開度 0.6m※ 〃 

 

※ ３日流出、３日流入 

○数値シミュレーション計算諸元 

項   目 内        容 

１．潮汐条件 
塑望平均潮位  満潮位：標高ﾌﾟﾗｽ 2.50ｍ 

         干潮位：標高ﾏｲﾅｽ 2.90ｍ 

２．水位変動範囲  標高 ﾏｲﾅｽ 1.0ｍ ～ ﾏｲﾅｽ 1.2ｍ 

３．対象水門  北部及び南部排水門 

４．メッシュ幅  南部排水門幅（50ｍ）から 50ｍ×50ｍに設定 

５．調整池流入量 
 基底流量：10.9ｍ３/ｓ 

（境川、湯江川、小江川、深海川、本明川、山田川） 

 

排水門の開け方として、「開度０．６ｍ」、「開度０．９ｍ」、「全開」で、

調整池の水位変動、流速分布を数値シミュレーションで求めました。 

いずれのケースも標高マイナス１．２ｍまで水位が低下することを確認

しています。 

調整池の水位が標高マイナス１．０ｍ～マイナス１．２ｍで変動する際

に生じる潮感帯面積は約１００ha、流出（又は流入）する水量は約４００

万ｍ３となります。 
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最大流速一覧表 
 

 

 

 

 

 

 

○流入時 

北部護床工 南部護床工 
計算ケース 

水位変動範囲 

（標高、ｍ） 
対象水門 ゲート操作 潮 汐 

調整池側 外海側 調整池側 外海側

1 
ﾏｲﾅｽ 1.0～ 

ﾏｲﾅｽ 1.2
南北水門 

潜り・ 

開度 0.6m 
朔望平均 0.5 0.2 0.5 0.1 

2 〃 〃 
潜り・ 

開度 0.9m 
〃 0.7 0.3 0.7 0.2 

3 〃 〃 全 開 〃 3.0 1.2 4.0 0.8 

4 〃 北部水門 
潜り・ 

開度 0.6m 
〃 0.5 0.2 － － 

5 〃 〃 
潜り・ 

開度 0.9m 
〃 0.7 0.3 － － 

6 〃 〃 全 開 〃 3.3 1.3 － － 

7 〃 南北水門 
潜り・ 

開度 0.6m※ 
〃 0.1 0.1 0.1 0.1 

※ ３日流出、３日流入 

 

○流出時 

北部護床工 南部護床工 
計算ケース 

水位変動範囲 

（標高、ｍ） 
対象水門 ゲート操作 潮 汐 

調整池側 外海側 調整池側 外海側

1 
ﾏｲﾅｽ 1.0～ 

ﾏｲﾅｽ 1.2
南北水門 

潜り・ 

開度 0.6m 
朔望平均 0.2 0.7 0.1 0.4 

2 〃 〃 
潜り・ 

開度 0.9m 
〃 0.3 0.9 0.2 0.7 

3 〃 〃 全 開 〃 1.2 2.3 0.9 2.8 

4 〃 〃 
潜り・ 

開度 0.6m 
〃 0.2 0.7 0.1 0.4 

5 〃 〃 
潜り・ 

開度 0.9m 
〃 0.3 0.9 0.2 0.7 

6 〃 〃 全 開 〃 1.1 2.2 0.9 2.7 

7 〃 〃 
潜り・ 

開度 0.6m※ 
〃 0.2 0.5 0.1 0.3 

※ ３日流出、３日流入 

 

全開でのゲート操作では、護床工の外側でガタ（潟）土の洗掘が生じる

１．６ｍ/ｓ以上の流速が発生します。 

潜りでのゲート操作では、護床工の外側の流速は、１．０ｍ/ｓ以下とな

ります。 
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流量水位曲線図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ケース１ 

調整池水位標高ﾏｲﾅｽ 1.0ｍ ～ ﾏｲﾅｽ 1.2ｍで管理，ｹﾞｰﾄ開度 0.6ｍ

排水門通水量
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500

1,000
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0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

時間（hr）

流

量

（m３/s）

流 入

流 出

南部排水門 

北部排水門 

合   計 

調整池水位，潮位図

-3.00
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-1.00
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水

位
（

ｍ
）

外 潮 位 

調整池水位 
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流量水位曲線図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ケース２ 

調整池水位標高ﾏｲﾅｽ 1.0ｍ ～ ﾏｲﾅｽ 1.2ｍで管理，ｹﾞｰﾄ開度 0.9ｍ

排水門通水量

-2,000

-1,500

-1,000

-500

0
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2,000

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

時間（hr）

流

量

（m３/s）

流 入

流 出

南部排水門 

北部排水門 

合   計 

調整池水位，潮位図

-3.00

-2.00

-1.00

0.00

1.00

2.00

3.00

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

時間（hr）

水

位
（

ｍ
）

外 潮 位 

調整池水位 
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流量水位曲線図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ケース３ 

調整池水位標高ﾏｲﾅｽ 1.0ｍ ～ ﾏｲﾅｽ 1.2ｍで管理，ｹﾞｰﾄ全開 

排水門通水量

-2,500

-2,000
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時間（hr）

流

量

（m３/s）

流 入

流 出

南部排水門 

北部排水門 

合   計 

調整池水位，潮位図
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流量水位曲線図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ケース４ 

調整池水位標高ﾏｲﾅｽ 1.0ｍ ～ ﾏｲﾅｽ 1.2ｍで管理， 

北部流入，南北水門流出，ｹﾞｰﾄ開度 0.6ｍ 
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流量水位曲線図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ケース５ 

調整池水位標高ﾏｲﾅｽ 1.0ｍ ～ ﾏｲﾅｽ 1.2ｍで管理， 

北部流入，南北水門流出，ｹﾞｰﾄ開度 0.9ｍ 
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流量水位曲線図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ケース６ 

調整池水位標高ﾏｲﾅｽ 1.0ｍ ～ ﾏｲﾅｽ 1.2ｍで管理， 

北部流入，南北水門流出，ｹﾞｰﾄ全開 
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調整池水位，潮位図
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流量水位曲線図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ケース７ 

調整池水位標高ﾏｲﾅｽ 1.0ｍ ～ ﾏｲﾅｽ 1.2ｍで管理， 

ｹﾞｰﾄ開度 0.6ｍ，３日流入，３日流出 
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開門した場合の調整池内の塩分濃度変化 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 10 年 4 月から 12 年 3 月までの間、流域河川からの流入淡水（塩

分濃度 20mg/ﾘｯﾄﾙとする。）、排水門から内外水位差で流入する海水（塩分

濃度 16,000mg/ﾘｯﾄﾙとする。）を標高マイナス１．０ｍ以深の調整池容量

約 3,000 万ｍ３（初期値 700mg/ﾘｯﾄﾙ）で完全混合するとして調整池内にお

ける塩分濃度の日々の変化を計算しました。 

塩分濃度は、開門と同時に上昇し、１週間でほぼ海水に近い状態にな

るが、外水位の関係で小潮時には海水の流入が見込めず、総雨量 200～

300mm の降雨があると急激に淡水に近づき、年間を通して見ると、塩分環

境は年間複数回淡水から塩水、塩水から淡水の過程を繰り返します。 

洪 水 期

かんがい期

ノ リ 漁 期

（６月中旬から１０月中旬）

（６月中旬から１０月上旬）

（１０月～３月） 
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生物環境のイメージ
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調整池の生物環境としての塩分濃度は、急激な塩分濃度の変化と、変化

の方向が高低の両方向を短時間に繰り返します。 

生物の塩分濃度に対する耐性の関係から塩分濃度の変化が種の置き換え

を引き起こすと考えられるが、生態系の遷移が円滑に推移せず、断絶とな

り、また、安定（極相）することはなく、現在の調整池に比較して生物生

産量の減少となる可能性があります。 

開門しての調査は物理化学的な変化の他、塩水化過程及び淡水化過程の

二つの相の生物種とその数量の推移を調査することにより年間の推移を明

らかにできます。 

閉 門 状 態

日 雨 量 塩 分 濃 度

汽 水 汽 水 

塩 水 

淡 水 

閉 門 状 態開 門 期 間

海生生物量

（イメージ）

淡水生物量

（イメージ）

淡水生物量

（イメージ）

淡 水 
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諫早湾干拓事業調整池の生きものたち 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
○ 鳥類については、アオサギやマガモ、ハマシギ等が調整池と

その周辺に飛来しており、湖沼に生息するカイツブリや内陸湿

地に生息するヒクイナ等が新たに飛来しています。 
 
○ なお、この中には環境省のレッドリストで準絶滅危惧種とさ

れているミサゴ等が含まれています。 
 
 
 
 
○ 魚類としては、環境省のレッドリストで絶滅危惧種とされ、

有明海のみに生息するエツが最も数が多く、その他ギンブナや

コイなどが生息しています。 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
○ 調整池周辺部にはヨシなどの水生植物が繁茂してきています。 

 

１．調整池周辺への鳥類の飛来状況 

２．調整池の水の中の生きもの 

平成１２年度に確認された魚類等の種類 
魚 類：エツ、ギンブナ、メナダ、ウロハゼ、コイ、ナマズ、

     ボラ、モツゴ、ハゼクチ、バラタナゴ等 
その他：モクズガニ、ヤマトシジミ 等 

３．調整池周辺の水辺の植物 

調整池の塩分濃度は、潮受堤防の締め切り以後、徐々に低下し

てほぼ淡水に近づいており、これに伴って新たな淡水性の生きも

のが定着しています。 
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カモ類・サギ類 

コガモ・ハマシギ 

モクズガニ 

ギンブナ 
コイ 

エツ 

魚類調査状況 
ナマズ 

バラタナゴ モツゴ 

調整池の生きものたち 
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調整池内の水辺の植物 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

沖の島南部から吾妻町を望む 北部承水路中央部から高来町を望む 



③底泥の巻き上げによる濁りの拡散（予測） 

 
 
 
 

       

 

       
 

 

・ 排水門近傍で局所的に速い流れが発生し、巻き上げられた底泥

は、諫早湾内に拡散し漁場への悪影響が懸念される。 

大浦検潮所潮位 ① 

１日目 ２日目 ３日目 ４日目 

小潮 
長潮 若潮 

① 排水門全開後 ３時間（満潮時） ② 排水門全開後 ９時間 （干潮時）

③ 排水門全開後 １６時間（満潮時） ④ 排水門全開後 ２３時間（干潮時）

⑤ 排水門全開後 ４２時間 （満潮時） ⑥ 排水門全開後 ６０時間 （干潮時）
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④潮受堤防内側の標高と干出域 
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